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地域型保育の4つのタイプ

　
市
で
は
、
既
存
の
幼
稚
園
や
保
育
所

に
加
え
、
待
機
児
童
が
多
い
０
歳
～
２

歳
児
を
対
象
と
し
た
地
域
型
保
育
の
新

設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
新
制
度
で
市
が
新
し
く
実

施
す
る
認
可
事
業
で
す
。

　
新
制
度
に
移
行
す
る
幼
稚
園
や
保
育

所
な
ど
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、

事
前
に
市
か
ら
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
年
齢
や
保
護
者
の
就
労

状
況
、
希
望
す
る
施
設
な
ど
に
よ
っ
て
、

市
が
３
つ
の
区
分
（
左
表
）
か
ら
認
定

し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
通
園
中
の
方
は
平
成
27

年
４
月
以
降
も
引
き
続
き
同
じ
施
設
を

利
用
で
き
ま
す
。

子ども・子育て
支援新制度が始まります

　
幼
児
期
の
教
育
や
保
育
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
目
指
す

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
制
度
開
始
に
伴
い
、
幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
の
利
用
方
法

が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

※認定こども園
０歳〜５歳が対象で、幼稚園と保育所の機能を兼ね備えた施設。

問子育て支援課　☎（235）4824

保
育
の
場
を
新
設

認
定
を
受
け
よ
う　保育料は、保護者の所得に応じた金額が基本となります。現在通園している方も、平成27年

４月からは新制度での算定方法に変わります。詳細は、子育て支援課へお問い合わせください。

※市内の私立幼稚園は、一部の園が新制度に移行する予定です。

　平成27年４月からの保育施設の選び方や施設利用の手続きの流れを、下図にまとめました。
詳細は、子育て支援課へお問い合わせください。

保育施設の選び方と施設利用手続きの流れ

認定区分 対　象 利用先

1号認定 子どもが３歳以上で
教育を希望する場合 幼稚園、認定こども園※

2号認定 子どもが３歳以上で
保育を必要とする場合 保育所、認定こども園※

3号認定 子どもが３歳未満で
保育を必要とする場合

保育所、認定こども園※、
地域型保育

4. 居宅訪問型保育
１対１で、障がいや疾患
のある子どもなどを自宅
で保育します。

2. 小規模保育
定員６人～19人で、保
育所よりも家庭的保育に
近い環境で保育を行い
ます。

3. 事業所内保育
会社の事業所の保育施
設などで、従業員の子ど
もと地域の子どもを一緒
に保育します。

1. 家庭的保育
定員５人以下で、保育者
の自宅など、家庭的な
雰囲気の中できめ細か
な保育を行います。

３つの認定区分

保育料が
変わります

利用先決定

市に「保育の必要性」の認定を申請・
希望施設申し込み

申し込み状況などから市が利用を調整

市から認定証を交付

希望施設で直接利用認定・
入園申し込み

施設から入園の内定

施設を通じて
市から認定証を交付

施設と契約

地域型保育
（0歳～2歳）

保育所　　  （0歳～5歳）
認定こども園（0歳～5歳）

幼稚園　　  （3歳～5歳）
認定こども園（0歳～5歳）

保育を必要とする保育を必要とする教育を希望する

満3 歳未満の
子どものいる家庭

満3 歳以上の
子どものいる家庭

　
少
人
数
単
位
（
20
人
未
満
）
で
保
育

を
行
い
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
保
育

の
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

　
利
用
時
間
な
ど
は
、
保
育
の
タ
イ
プ

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

地
域
型
保
育

対
象
年
齢　
０
歳
～
２
歳


